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コシノ･ ヒロコの、
東洋へのファッショナブルな回帰。

せし､ 力､ いは

雅楽の調べの青海1 皮や
鹿の子や唐草の模様があざやかに、
あらたな息1 次きをもって迫ってくる。

さまざまな意匠を崩して、
糎わせるパターン･ オン･ パターン。

古代の紋様を畦らせる
それは､ 東洋への回帰にも似た

テアトラルなファッション･ フュージョヱ
コシノ･ ヒロコの流腿なジャパネスク. ノ

〆

ノ

一』

唖

●ベニヤエルベ店に２月から、

コシノ･ ヒロコのニューファッションが

登場しますも
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、エルベ店/神戸市中央区三宮町1丁目9番1-153ｾﾝﾀー ブﾗザ1Ｆ念332-2829
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帝国ホテル
インペリアルプラザに
５８年３月出店
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月刊神戸っ子
創刊2 2 周年記念パーティ

。プログラム

第１２回ブルーメーノレ賞受賞式
昭和5 8 年度酒徒番附表彰式
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と１月６日く水〉
午後6 時～8 時3 0 分( 受付午後5 時3 0 分）

＠ところ

神戸国際展示場２Ｆ
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主催/ 月刊神戸っ子後援/ 神戸百店会
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神
戸
っ
子
粉
】

昨
年
ｎ
月
、
自
ら
主
宰
す
る
「
新
絃
社
合
奏
団
」
の
第
１
回
演
奏
会
を
成
功
裡
に
お
さ
め
た
。
中
村
茂
隆
作
曲
に
よ
る
「
梁
塵
秘
抄
」

〃
舞
え
舞
え
か
た
っ
ぷ
り
〃
な
ど
３
つ
の
俗
謡
を
演
奏
、
古
典
的
日
本
音
楽
の
新
分
野
に
意
欲
的
に
挑
戦
し
て
い
る
。
大
阪
音
楽
大
学

作
曲
科
卒
業
、
近
藤
圭
氏
に
師
事
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
技
能
者
育
成
会
Ⅳ
期
卒
業
。
三
絃
を
菊
原
初
子
、
筆
・
三
絃
を
唯
是
震
一
の
各
氏
に
師

事
。
現
在
、
神
戸
大
学
教
育
学
部
音
楽
科
「
邦
楽
器
演
奏
法
」
の
講
義
を
担
当
、
新
絃
社
副
家
元
。
弼
年
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ケ
ル
ン

日
本
文
化
祭
伝
統
音
楽
部
門
に
出
演
し
た
の
を
初
め
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
で
の
演
奏
活
動
に
お
い
て
も
注
目
を
あ
び
て
い
る
。

今
秋
に
は
、
妹
の
西
村
紀
子
さ
ん
に
よ
る
声
楽
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
、
地
唄
舞
の
古
浮
佑
峯
さ
ん
と
筆
に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
を
予
定
。

「
日
本
の
伝
統
的
な
歌
曲
を
中
村
先
生
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、
筆
と
歌
に
踊
り
を
加
え
た
新
し
い
分
野
開
拓
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
邦
楽
は
自
己
表
現
の
一
つ
、
妹
と
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
お
互
い
に
伸
び
て
い
け
た
ら
幸
福
で
す
」
と
、
意
欲
満
々
。
加

数
名
の
新
絃
社
合
奏
団
員
を
率
い
て
、
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
な
が
ら
の
毎
日
。
斉
田
好
男
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ジ
ャ
ン
ピ
ン

グ
ボ
ー
ド
に
鮮
や
か
に
花
開
く
大
輪
の
菊
の
よ
う
な
力
強
さ
が
み
な
ぎ
る
。

日
本
の
伝
統
的
音
楽
に
新
分
野
を
ｌ
狩
谷
公
子
霧
蕊
義
琴
鞭
闘
鱈
蔵

～
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神
戸
青
年
会
議
所
は
今
年
、
創
立
路
周
年
を
迎
え
た
。
妬
周
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
に
当
た
り
、
今
こ
そ
新
た
な
る
飛
踊
に
向
か
う
〃
決

断
の
時
〃
だ
と
力
強
く
語
る
の
は
、
本
年
度
理
事
長
の
月
岡
清
市
さ
ん
。
「
今
年
は
、
過
去
妬
年
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
大
い
に
外
へ
打
っ

て
出
る
年
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
現
役
２
７
０
名
、
Ｏ
Ｂ
３
０
０
名
を
越
え
る
神
戸
Ｊ
Ｃ
の
全
メ
ン
バ
ー
を
〃
シ
Ｆ
耐
屍
○
国
同

』
諺
琶
○
国
固
め
〃
と
呼
ん
で
、
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、
各
種
の
事
業
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
。
一
月

二
十
五
日
に
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
弱
周
年
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
た
。
三
月
に
は
、
六
甲
山
セ
ミ
ナ
ー
。
そ
し
て
五
月
の
神

戸
ま
つ
り
に
も
、
Ｊ
Ｃ
の
め
ざ
す
地
域
社
会
と
の
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
計
る
た
め
に
種
極
的
に
取
り
組
む
予
定
だ
。
「
ま
た
、

内
部
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
五
ヵ
年
計
画
を
立
て
、
次
の
鋤
周
年
に
ま
で
達
成
で
き
る
大
き
な
事
業
を
展
開
し
た
い
で
す
」
と
、
今
年
は
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
〃
打
っ
て
出
る
〃
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
理
事
長
就
任
と
同
時
に
、
今
年
は
実
に
多
忙
な
年
と
な
り
そ
う
だ
。
家

族
と
も
つ
い
つ
い
疎
遠
に
な
り
勝
ち
だ
が
、
「
月
に
一
度
ぐ
ら
い
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
食
事
を
し
た
い
」
と
い
う
の
が
目
下
の
希
望
。
好
き

な
旅
行
も
こ
の
一
年
は
ど
う
も
無
理
の
よ
う
だ
。
〃
明
る
い
豊
か
な
社
会
″
の
実
現
へ
向
け
て
、
シ
Ｆ
伊
丙
○
国
因
』
シ
唾
○
両
同
、
の
合
言
葉

の
下
、
今
年
一
年
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
（
写
真
は
久
々
の
団
ら
ん
を
楽
し
む
月
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

今
〃
決
断
の
時
〃

両
神
戸
っ
ｆ
糊
》

月
岡
清
市
〈
欝
確
爵
嬬
鍾
螺
驚
〉
カ
メ
ラ
後
藤
孝

ー
一

神｡

)’

Ｌ
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日本酒で乾杯. ノ

日 蓋＝弓

’ Ｉ

清酒特級(純米醸造)7201,2詰1,250円/清酒一級(本醸造)720,2詰1,000円(標準小売価格）
神戸･ 灘沢の鶴株式会社
灘

そのうまさ､ 端正にして芳醇。
ひとりで陶然とするもよし。
ご噸答、手みやげに最適。
田本酒の原点ごこに在り。

清
酒
※
鐸
室
鶴

ー

楠
種

純
米
醸
導
本
嘩
狸
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会

ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
で

清
酒
を
普
及

嘉騨I

ｅＩ
Ｉ

Ｐ 詳言 .

両両

ｔ二
青画
ｔ二

青画

§熱１「
Ｉ

西宮の白鹿記念酒造博物館内で

１
１

酒
特
集
の
二
月
に
は
ふ
さ
わ
し
い
、

「
兵
庫
県
清
酒
青
年
協
議
会
（
兵
清
協
）
」

は
十
五
年
前
、
菊
正
宗
の
喜
納
毅
六
氏

の
肝
入
り
で
結
成
さ
れ
た
。

県
下
に
は
約
二
○
○
の
酒
造
会
社
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
約
六
○
名
の
子
弟
達

が
現
在
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

毎
月
の
例
会
で
は
、
清
酒
の
研
究
か

ら
販
売
作
戦
ま
で
、
企
画
を
た
て
て
い

ろ
い
ろ
な
勉
強
を
続
け
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
女
性
の
需
要
を
増
や
そ
う
と

三
年
前
の
夏
か
ら
始
め
た
「
ヤ
ン
グ
日

本
酒
の
会
」
は
回
を
重
ね
る
毎
に
規
模

が
大
き
く
な
り
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

一
回
目
は
元
町
周
月
堂
に
五
十
組
の

ヤ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
を
招
き
冷
用
の
酒
を

味
わ
い
な
が
ら
落
語
や
酒
問
答
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
。
二
回
目

は
、
北
野
町
の
異
人
館
「
白
い
館
」
で
、

西
山
（
小
鼓
）
長
谷
川
（
八
重
ガ
キ
）
西
村
（
沢

遷
覚
心
（
灘
自
慢
）
辰
馬
（
白
鹿
）
清
水
（
都

美
人
）
の
各
氏
が
奮
闘
し
神
戸
市
観
光
局

の
協
力
も
得
て
進
め
ら
れ
た
。

昨
夏
は
す
ず
か
け
丸
に
女
性
一
五
○

名
を
乗
せ
神
戸
港
内
め
ぐ
り
。
兵
清
協

の
男
性
メ
ン
バ
ー
は
夕
陽
を
背
に
ハ
ワ

イ
ア
ン
バ
ン
ド
を
聞
き
な
が
ら
サ
ケ
カ

ク
テ
ル
を
飲
み
、
鼻
の
下
を
長
く
し
て

美
女
達
を
眺
め
て
い
た
と
か
…
…
。

女
性
も
含
め
た
若
い
人
々
に
も
、
日

本
酒
が
普
及
さ
れ
る
よ
う
、
メ
ン
バ
ー

の
健
闘
を
期
待
し
た
い
。

（
あ
わ
せ
て
調
頁
も
お
読
み
く
だ
さ
い
）

｡'＄

雪!#１１:i到達
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回
神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
、
ｌ
肥

、／

女たちの同窓会①おいしく食べてスマートに｡ ノ

鋒
山
倭
子
、
山
本
倫
子
、
森
羊
子
の

鮮
な
材
料
の
お
鍋
で
、
モ
リ
モ
リ
食
べ

加
納
町
３
丁
目
交
差
点
東
「
海
皇
」
前

大
西
パ
ー
キ
ン
グ
駐
車
無
料

時
間
制
限
な
く
、
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
頂
き

皆
さ
ん
。

な
が
ら
、
や
せ
る
話
ば
っ
か
り
（
笑
）
」

楽
し
む
。
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
お
し
ゃ
れ

落
ち
着
か
な
い
そ
う
だ
。

カ
ラ
オ
ケ
・
ピ
ア
ノ
も
ご
利
用
で
き
ま
す

く
だ
さ
い
ｃ

ま
す
。
料
理
は
ご
予
算
に
応
じ
て
ご
相
談

ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
な
い
こ
と
に
は

卒
業
し
て
早
や
三
十
年
。

左
よ
り
、
大
村
宏
子
、
前
田
敬
子
、

１１

３０

宙上Ａ,,､､日Ｍ
・ｊ

ｆ５１９
３O
Ｐ
Ｍ

て
し
ま
っ
た
け
ど
、
お
箸
を
つ
っ
つ
き

ス
ト
が
細
か
っ
た
の
ョ
。
今
日
は
、
新

に
関
す
る
こ
と
か
お
い
し
い
食
べ
物
。

壷
０
７
８
．
２
２
２
１
２
３
２
３
（
代
）

「
花
銀
」
で
同
総
会
を
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。

■
三
十
年
前
は
、
こ
れ
で
も
全
員
ウ
エ

年
に
一
回
集
合
を
か
け
て
、
食
事
を

、

今
で
も
週
に
一
度
は
三
宮
を
ウ
イ
ン

生
粋
の
神
戸
っ
子
の
大
村
さ
ん
達
がＨＡＮ釦ＳＩＮ

ノ

松蔭女子学院高等部２同卒

こ
い
○
い
ば
可
０
Ｊ
●
■
■
Ｄ
Ｌ
”
Ｉ
此
ｒ
も
一
Ｕ
Ｂ
Ｔ
欠
品
ｑ

Ｆ
『
β
８
●
ｑ
き
Ⅱ
心
Ｈ
１
。
■
■
吾
ｂ
・
Ｉ
Ｃ
、
■
噂
牡
Ｑ
Ｉ

ｉ
‐
‐
１
，
ｉ
，
’
１
リ
０
１
日
．
，
●
．
●

ｌｉ
ｂ■席

花
銀
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罵調盲
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談坂井 知事ー弗矛サョ

政 ・官。財の力をあわせて前進

新年合同祝賀会
兵庫県、神戸市、各経済団体が主催する新年合同祝賀

会が１月４日、神戸国際展示場２階で開かれた。坂井県
知事は新空港問題にふれ「互いの英知をしぼりながら辛
棒強くとりくみたい」と主張。また、宮I 崎市長（代理）
アンドレ・ブリューネ仏総領事、石野神商議会頭も、政
・官・財が三位一体となって努力しようと訴えた。

膨, ・

祷

慰鰻ﾀ ﾐ 荒憲繍舗｣ と
I」

議講鰭拳
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